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「四位⼀体レーザー」で機能する空間を⽣み出す研究が 
JST CRONOS に採択  

〜検知・通信・給電・描画を 1 本の光に統合し、 
⼯場や⼯業都市の「事故ゼロ・無停⽌⾛⾏」へ〜 

* * * 
芝浦⼯業⼤学（東京都江東区／学⻑ ⼭⽥ 純）⼯学部の新熊 亮⼀ 教授（社会

情報ネットワークデザイン研究室）を中⼼とする研究チームが、慶應義塾⼤学理
⼯学部の吉岡 健太郎 准教授らとともに提案した研究開発課題「四位⼀体レー
ザーによる⾯的能動空間の創出」が、国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構（JST）
の CRONOS 中尾領域（GC01: サイバーインフラ・アーキテクチャの⾰新）に採
択されたことをお知らせいたします。研究期間は 2026 年 10 ⽉から 2032 年 3
⽉までで、研究費は最⼤ 1 億 7,400 万円（直接経費総額／5.5 年）の予定です。
本研究では、物理制約を克服しながら 500 ノード規模の⾯的空間を制御し、次
世代の産業・都市インフラの⾰新を⽬指します。 

 

ポイント 
 単⼀レーザー光源による機能統合：従来の検知（LiDAR）に加え、通信・給電・描

画の 4 機能を単⼀光源でマイクロ秒単位に動的切替し、施⼯コストや物理的制限
を排除。 

 量⼦クラウド×エッジ連携による⾼度制御：時空で複雑に結合する熱限界制約と組
み合わせ爆発を量⼦計算（⼤域最適化）とリアルタイムエッジ（局所制御）で克服。 

 実現場での実証と次世代⼈材育成： 実際の製造業の⼯場で取得される⼤規模デー
タを活⽤し、事故ゼロでの⾃動搬送⾞連続⾛⾏と「空間アーキテクト」⼈材の育成
を推進。 

  



 
図 1:「四位⼀体レーザー」による⾯的能動空間の構想 

 開発の背景：現場が直⾯するインフラ導⼊と運⽤の壁 
現在、⼯場の⾃動化やスマートシティ化において、空間認識のための LiDAR、⾃動⾛

⾏制御のための無線通信、危険通知のための描画、バッテリー問題解決のための給電な
ど、機能ごとの個別装置の導⼊が進められています。しかし、これらを個別の装置とし
て追加導⼊する場合、⼤規模な地盤掘削や⾼強度な⽀柱⼯事等の施⼯が必要となり、コ
ストと物理的制約から実現が困難でした。また、頻繁な充電停⽌やシステム間の同期ズ
レが⽣産性のボトルネックとなっていました。 
 

 研究概要：「四位⼀体レーザー」と量⼦・エッジ連携アーキテクチャ 
本プロジェクトでは、ハードウェアの機能分離という従来の常識を覆し、単⼀のレー

ザー光源をマイクロ秒単位で切り替える時分割制御技術を開発します。 
 
 4 機能の融合（測位・通信・給電・描画）：1 つのレーザーノードで⾞両の位置検

知、制御データの通信、⾛⾏中の給電、⼈への危険通知（床⾯等への視覚的描画）
を同時にカバーします。 

 熱限界と時空間制約の克服：単⼀光源化に伴うレーザーの発熱（熱限界制約）や、
500 ノード規模における膨⼤な組み合わせ最適化問題（探索空間は 4 の（500×T）
乗通り、T は時間ステップ数）に対し、量⼦クラウドによる⼤域的最適化と、エッ
ジでのリアルタイム深層強化学習（DRL）を階層的に連携させて動的に解決しま
す。 



 今後の展望と社会実装・⼈材育成 
本研究開発は 2026 年 10 ⽉から 2032 年 3 ⽉までの 5.5 年間で推進されます。実際

の製造業の⼯場に配備された LiDAR インフラで取得された⽣データをフル活⽤して実
証を進めます。将来的には、⽇本やインドをはじめとする国内外の⼯業都市における次
世代都市インフラ OS へと展開を⽬指します。 

また、本プロジェクトを通じて、物理現象（レーザーの熱限界）から量⼦計算、社会
実装までを⼀貫してデザインできる「空間アーキテクト」⼈材（博⼠課程学⽣等 14 名）
の育成にも注⼒してまいります。 

 採択プロジェクト概要 
項⽬ 詳細 

研究開発課題名 四位⼀体レーザーによる⾯的能動空間の創出 

採択領域 JST CRONOS※中尾領域 
（GC01: サイバーインフラ・アーキテクチャの⾰新） 

研究開発代表者 新熊 亮⼀（芝浦⼯業⼤学 ⼯学部 教授） 

主たる共同研究者 吉岡 健太郎（慶應義塾⼤学 理⼯学部 准教授） 

研究開発期間 (予定) 2026 年 10 ⽉ 〜 2032 年 3 ⽉（5.5 年間） 

研究費 (予定) 174,000 千円（直接経費総額） 

主要参画・協⼒機関 芝浦⼯業⼤学、慶應義塾⼤学、埼⽟⼤学、東京科学⼤学 
 
※JST CRONOS（情報通信科学・イノベーション基盤創出） 
Society 5.0 以降の未来社会を⾒据え、⾰新的な情報通信技術の創出と⾼度研究⼈材の
育成を⽬指す、JST による戦略的研究推進事業。 
https://www.jst.go.jp/kisoken/cronos/index.html 
 

芝浦⼯業⼤学とは 
⼯学部／システム理⼯学部／デザイン⼯学部／建築学部／⼤学院理⼯学研究科 
https://www.shibaura-it.ac.jp/ 

理⼯系⼤学として⽇本屈指の学⽣海外派遣数を誇るグローバル教育と､多くの学⽣が参画する産
学連携の研究活動が特⻑の⼤学です。東京都（豊洲）と埼⽟県（⼤宮）に 2 つのキャンパス、4 学
部 1 研究科を有し、約 1 万⼈の学⽣と約 300 ⼈の専任教員が所属。2024 年には⼯学部が学科制か
ら課程制に移⾏。2025 年にデザイン⼯学部、2026 年にはシステム理⼯学部で教育体制を再編し、
新しい理⼯学教育のあり⽅を追求していきます。創⽴ 100 周年を迎える 2027 年にはアジア⼯科
系⼤学トップ 10 を⽬指し、教育･研究･社会貢献に取り組んでいます。  



 

取材に関する問い合わせ先 
本研究・発表全般についてについて 
学校法⼈ 芝浦⼯業⼤学 ⼊試・広報部企画広報課 横溝 
TEL 03-5859-7070 FAX 03-5859-7071 E-mail koho@ow.shibaura-it.ac.jp 

以上 


